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事

業
部

制

を
導

入
―

お
客
さ

ま
重
視

ヘ

昭
和
六
〇
年
四
月

一
日
、
電
電
公
社
は
民
間
企
業

「
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
」

（Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
と
な

っ

て
新
し
く
発
足
し
た
。

株
式
会
社
に
な

っ
て
従
来
の
独
占
体
制
か
ら
競
争

体
制
下

へ
と
大
転
回
し
、　
一
企
業
と
し
て
機
動
的
、

弾
力
的
な
事
業
運
営
を
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

こ
の
た
め
、
業
務
運
営
の
基
本
と
な
る
組
織
に
つ
い

て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

一
、
職
能
別
組
織
か
ら
事
業
部
制
組
織

ヘ

公
社
時
代
の
組
織
は
、
本
社
か
ら
現
場
ま
で
機
能

別
に
ラ
イ
ン
が
確
立
さ
れ
て
い
て
、
い
わ
ば
中
央
集

権
的
な
組
織
体
制
で
、
官
業
に
多
く
み
ら
れ
る
形
態

ぃて
あ
る
。

公
共
企
業
体
か
ら
株
式
会
社

へ
変

っ
た
状
況
下
で

は
、
従
来
の
職
能
別
組
織
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
業

務
遂
行
上
い
ろ
い
ろ
の
障
害
が
生
じ
る
の
で
、
民
間

会
社
に

一
般
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
事
業
部
制
を
導

入
し
、
名
実
と
も
に
民
間
企
業
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
な
り
き
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二
、
組
織
編
成
の
基
本
的
考
え
方

新
会
社
の
経
営
理
念
で
あ
る

「
お
客
さ
ま
重
視
」

「
経
営
の
効
率
性
」

「
社
員
の
働
き
甲
斐
」
を
軸
に
、

組
織
編
成
に
も
こ
の
理
念
を
実
現
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
く
こ
と
と
し
た
。

そ
こ
で
組
織
編
成
の
基
本
的
考
え
方
と
し
て

１
　
競
争
に
対
応
し
た
事
業
部
の
編
成

２
　
戦
略
機
能
の
強
化
と
管
理
機
関
の
ス
リ
ム
化

）

３
　
現
場
機
関
の
活
性
化
と
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス

業
務
の

一
元
的
運
営

を
柱
に
し
た
。

ｏ
競
争
に
対
応
し
た
事
業
部
の
編
成

事
業
部
の
編
成
は
、
設
備
提
供
部
門

（通
信
網
事

業
）
と
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
部
門
（そ
の
他
の
事
業
）

に
大
別
し
、
さ
ら
に
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
八

つ
の
サ
ー
ビ
ス
別
事
業
本
部
制
と
し
た
。

し
か
し
、
電
話
事
業
に
つ
い
て
は
規
模
が
大
き
く

そ
の
う
え
、

ユ
ー
ザ

。
事
業
所
が
全
国
に
広
く
分
散

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
別
に
経
営
責
任
を
持

つ

地
域
電
話
事
業
本
部
制
を
採
用
し
、
総
支
社
が
地
域

電
話
事
業
本
部
、
支
社
が
事
業
部
と
な
る
こ
と
に
し

た
。

ｏ
戦
略
機
能
の
強
化
と
管
理
機
関
の
ス
リ
ム
化

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
全
社
的
な
経
営
戦
略
や
技
術
戦
略
を
充

実
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
規
事
業
の
設
立
、
子
会

社

へ
の
出
資
な
ど
積
極
的
な
事
業
展
開
を
は
か
る
必

要
が
あ
り
、
事
業
本
部
と
は
別
に
戦
略
的
本
部
と
し

て
、
経
営
企
画
本
部
と
技
術
企
画
本
部
を
設
置
す
る

こ
と
と
し
た
。

本
社

・
総
支
社
は
戦
略
機
能
に
重
点
を
お
い
て
ス

リ
ム
化
し
、
現
場
支
援
業
務
は
極
力
支
社
に
委
ね
、

支
社
と
現
場
が

一
体
と
な

っ
て
お
客
さ
ま
の
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
収
支
の
改
善
に
取
組
む
こ
と
と
し
た
。

ｏ
現
場
機
関
の
活
性
化
と
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
業
務

の

一
元
的
運
営

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
全
体
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
別
事
業
部
制
を

採
用
す
る
が
、
こ
れ
は
電
話
局
の
組
織
を
サ
ー
ビ
ス

別
に
分
析
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

電
話
局
は
組
織
上
は
地
域
電
話
事
業
部
に
罵
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
他
の
事
業
部
の
商
品
等
も
取
り
扱

い
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
全
体
の
総
合
窓
口
機
能
を
も
ち
、
電
話

局
長
が
責
任
を
も

っ
て
お
客
さ
ま
に
応
対
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
実
態
に
即
し
て
弾
力
的
に
支
社
長
が
決

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
社
員
の
働
き
甲
斐
と
お
客
さ

ま

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

○
お
わ
り
に

昭
和
二
七
年
公
社
に
な

っ
て
か
ら
三
十
余
年
。

現
在
行

っ
て
い
る
組
織
改
革
は
、
わ
が
国
の
電
信

電
話
事
業
百
余
年
の
歴
史
の
な
か
で
、
か

つ
て
な
い

画
期
的
な
か

つ
、
大
規
模
な
改
革
で
あ
る
。
従

っ
て

一
度
に
全
て
変
え
て
し
ま
う
と
い
う
方
法
は
と
ら
ず
、

本
社
を
中
心
に
必
要
最
小
限
の
改
革
で

ス
タ
ー
ト
し
、

今
後
事
業
本
部
準
備
室
や
総
支
社

・
支
社

・
電
話
局

等
で
全
社
的
検
討
を
深
め
、　
一
～
二
年
か
け
て
、
別

紙
の
、
将
来
イ
メ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
な
組
織
を

つ
く

り
あ
げ
る
考
え
で
あ
る
。

本
社
の
共
通
部
門
に
つ
い
て
は
、
諸
準
備
が
整

っ

た
た
め
、
七
月
か
ら
本
格
的
に
新
し
い
組
織

へ
移
行

す
る
こ
と
と
な
り
、
秘
書
課
、
文
書
課
、
職
員
部
、

厚
生
部
と
い
っ
た
公
社
時
代
か
ら
引
き
継
い
だ
組
織

を
廃
上
し
、
新
た
に
総
務
部
、
人
事
部
、
労
働
部
を

設
置
し
た
。
ま
た
、
広
報
部
、
経
理
部
、
建
築
部
に

つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
が
、
大
略
現
行
業
務
を
継
承

し
て
い
く
た
め
、
名
称
も
そ
の
ま
ま
と
し
部
内
の
課

等
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
る
。

従
来
本
社
付
属
機
関
と
し
て
社
長
直
結
と
な

っ
て

い
た
中
央

・
鈴
鹿
両
学
園
を
、
訓
練
の
企
画
と
実
施

の
連
携
強
化
の
観
点
か
ら
、
人
事
部
に
所
属
さ
せ
た
。

総
務
部
は
、
従
来
の
文
書
課
の
全
業
務
、
秘
書
課

の
業
務
の
う
ち
庁
務
関
係
、
営
業
部
の
業
務
の
う
ち

関
連
事
業
課
関
係
が
主
要
業
務
と
な

っ
て
い
る
。

労
働
部
は
、
従
来
の
職
員
部
と
厚
生
部
の
業
務
が
主

体
と
な
っ
て
お
り
、
人
事
部
の
学
園
と
同
趣
旨
で
、
関
東
・

伊
豆
両
逓
信
病
院
を
労
働
部
に
所
属
す
る
組
織
と
し
た
。

）
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当

が

詳

０

事

業

ヽ

ヽ

１

ヽ

広
が
る
Ｉ
Ｎ
Ｓ
…
…

…
四
県
庁
所
在
地
デ
ィ
ジ
タ
ル
網
で
つ
な
が
る
。

松
山
～
高
知
も
９
月
３
日
か
ら
運
用
開
始

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
取
組
ん
で

い
る
Ｉ
Ｎ
Ｓ

（高
度
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
）
の
基
盤

と
な
る

「
デ
ィ
ジ
タ
ル
通
信
網
」
構
築
の

一
環
と
し

て

「
松
山
―
高
知
間
」
で
デ
ィ
ジ
タ
ル
無
線
伝
送
路

（
５
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
方
式
）
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
無
線
伝
送
路
は
、
高
速
デ
ィ
ジ

タ
ル
伝
送
サ
ー
ビ
ス
や
映
像
伝
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高

度
情
報
社
会
に
お
け
る
デ
ィ
ジ
タ
ル
系
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
に
対
処
す
る
ほ
か
、
電
話
回
線
に
も
使
用
し
ま

す
。こ

の
伝
送
路
の
運
用
開
始
に
伴
い
、
先
に
完
成
し

て
い
る
松
山
―
高
松
間

（五
九
年
六
月
完
成
）
、
高

松
～
徳
島
間

（六
〇
年

一
月
完
成
）
の

「
光

フ
ァ
イ

バ
ケ
ー
ブ

ル
伝
送
路
」
と
あ
わ
せ
て
、
四
国
の
４
県

庁
所
在
地
が
松
山
を
中
心
に
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
通
信
網

で

つ
な
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
松
山
～
広
島
間

（五
九
年
二
月
完
成
）
、

松
山
―
大
分
間

（五
九
年

一
二
月
完
成
）
、
徳
島
～

和
歌
山
間

（六
〇
年
七
月
完
成
）
の
　
デ
ィ
ジ
タ
ル

無
線
伝
送
路
」

（
５
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
方
式
）
を
経
由
し
て
、

全
国
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
通
信
網

へ
接
続
す
る
こ
と
に
よ

り
、
本
州
各
地
と
の
間
で
各
種
デ
ィ
ジ
タ
ル
系
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
な
ど
、
四
国
に
お
け
る
Ｉ
Ｎ
Ｓ

は
さ
ら
に
広
が
り
を
み
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の

「
松
山

―
高
知
間
」
九

一
ｂ
の
デ
ィ
ジ
タ
ル

無
線
伝
送
路
は
、
総
工
費
約
七
億
円
を
投
じ
て
建
設

す
る
も
の
で
、
全
６
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
当
面
は
１
シ

-3-
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ス
テ
ム
を
使
用
し
ま
す
。

な
お
、

こ
の
伝
送
路
は
１
シ
ス
テ
ム
で
１
秒
間

に

約
２
億
個

の
信
号

（
ピ

ッ
ト
）
を
伝
送
で
き
、
電
話

に
換
算
す
る
と
二
、
八
八
〇
回
線

の
通
信
を
行
う

こ

と
が
で
き
ま
す
。

デ

ィ
ジ
タ

ル
回
線

の
試
験
も

で
き
る

新
し

い
お
客
さ
ま
試
験
台

９
月

１１
日
困
か
ら
運
用
開
始

Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
山
電
話
局
で
は
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
電
話
回

線
の
本
格
導
入
に
備
え
、
電
話
の
故
障
受
付

（１
１

３
番
）
や
開
通
試
験
に
も
使
用
で
き
る
お
客
さ
ま
試

験
台
が
９
月
１‐
日
＝
か
ら
新
し
い
試
験
台
に
な
り
ま

し
た
。

現
在
使
用
し
て
い
る
試
験
台
は
、
昭
和
４２
年

に

設
置
さ
れ
て
以
来
松
山
電
話
局
内

（松
山
市
、
北
条

市
、
中
島
町
、
重
信
町
、
川
内
町
、
砥
部
町
、
広
田

村
）
の
お
客
さ
ま
の
電
話
の
故
障
受
付
や
新
し
く
設

置
さ
れ
た
電
話
機
の
開
通
試
験
な
ど
、
長
年
に
わ
た

り
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
に
役
立

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
電
話
契
約
者
も
３
万
か
ら
２０
万
に
増
加

し
、
ま
た
プ

ッ
シ
ュ
ホ
ン
式
電
話
機
等
新
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
に
伴
い
試
験
台
の
増
設
や
試
験
機
能
を
追
加

し
て
現
在
ま
で
運
用
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の

試
験
台
で
は
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
電
話
回
線
の
試
験
か
困

難
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
Ｉ
Ｘ
Ｓ

（高
度
情
報
シ
ス
テ
ム
）

の
構
築
に
向
け
デ
ィ
ジ
タ
ル
信
号
方
式
の
光

フ
ァ
イ

バ
ケ
ー
ブ

ル
や

マ
イ
ク

ロ
回
線
の
建
設
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

今
回
導
入
す
る
新
し
い
試
験
台
は
、
デ
ィ
ジ
タ
ル

電
話
回
線
の
試
験
が
可
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
今
後

の
デ
ィ
ジ
タ
ル
式
の
端
末
機
の
多
様
化

・
高
度
化
に

対
応
す
る
試
験
機
能
の
追
加
が
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
柔
軟

に
て
き
る
な
ど
す
ぐ
れ
た
測
定
機
能
と
作
業
性
を
も

っ
て
い
ま

す
）^
まヽ
た
、
“
‘山
電
話
『
管
内
の
す
´
べ
て

の
お
客
さ
ま
の
電
話
に
「

丁
る
情
報
が
記
憶
さ
れ
た

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
と
接
続
し
て
お
り
、
例
え
ば
お
客
さ

ま
か
ら
故
障
の
連
絡
を
受
け
る
と
、
電
話
に
関
す
る

情
報
を
元
に
、
お
客
さ
ま
の
電
話
回
線
や
電
話
機
の

状
態
が
す
ば
や
く
試
験
で
き
、
そ
の
結
果
が
デ
ィ
ス

プ

レ
イ
に
表
示
さ
れ
て
的
確
に
故
障
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
新
し
い
試
験
台
は
、

２０
万
契
約
者
の

保
守
を
担
当
と
す
る
局
所
と
し
て
は
初
め
て
松
山
電

話
局
に
導
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。

メ

ッ
セ

ー
ジ
は

メ

ロ
デ

ィ
に
乗

せ

て

「
メ

ロ
デ

ィ
付

お
祝

い
電
報

」

四
国

に
も

お
め

み

え

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
で
は
、

１０
月
１
日
か
ら
管
内

の
４
市

（松
山
市
、
高
松
市
、
徳
島
市
、
高
知
市
）

に
配
達
す
る
も
の
に
限
り
、
開
封
す
る
と

「
ハ
ッ
ピ

ー
バ
ー
ス
デ
ィ
」
等
の
メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
る
お
祝
い

電
報
を
発
売
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の

「
メ
ロ
デ
ィ
付
お
祝
い
電
報
」
は
、
今
年
の

４
月
１
日
か
ら
東
京

（２３
区
及
び
都
内
市
制
施
行
地
）

に
配
達
す
る
も
の
に
限
り

「
ハ
ッ
ピ
イ
バ
ー
ス
デ
ィ
」

に
限
定
し
発
売
し
て
き
ま
し
た
が
、
非
常
に
好
評
を

博
し
て
お
り
、
お
客
さ
ま
か
ら

エ
リ
ヤ
拡
大
の
要
望

も
強
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
メ
ロ
デ
ィ
の
種
類
を

３
種
類
に
増
や
す
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
地
域

を
全
国
主
要
都
市

（東
京
２３
区
、
県
庁
所
在
地
４６
市
、

主
要
都
市
１２‐
市
）
へ
拡
大
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で

二９
。

一
ハ
ッ
ピ
ー
パ
ー
ス
デ
ィ
」
等
の
メ
ロ
デ
ィ
は
、

祝
電
カ
バ
ー
内
に
取
付
け
ら
れ
た
薄
型
電
子
オ
ル
ゴ

ー
ル
が
光
セ
ン
サ
ー
の
ス
イ

ッ
チ
作
動

（暗
↓
明
）

に
よ
り
鳴
奏
す
る
仕
組
み
に
な

っ
て
お
り
、
お
誕
生

日
等
の
お
祝
い
を

一
層
効
果
的
に
盛
上
げ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
、
祝
電
を
開
封
し
た
際
の
驚
き
や
喜
び
が

）

四 国 管 内 の デ ィ ジ タ ル 伝 送 路
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）

う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、
祝
電
カ
バ
ー
も
パ
ー
ル
加
工
を
施
し
た
上

品
な
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
カ
バ
ー
の
大
き
さ
も
横

幅
が
従
来
の
も
の
よ
り
や
や
大
き
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

料
金
は
現
行
の
慶
弔
扱
い
の
電
報
料
の
ほ
か
メ
ロ

デ
ィ
付
特
別
紙
代
と
し
て
八
〇
〇
円
が
加
算
さ
れ
ま

す
が
、
市
販
の
メ
ロ
デ
ィ
カ
ー
ド
に
比
べ
て
お
安
く

し
て
い
ま
す
。

こ
の

「
メ
ロ
デ
ィ
付
お
祝
い
電
報
」
の
取
扱
い
は
、

当
面
全
国
主
要
都
市
に
配
達
す
る
電
報
に
限
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
申
込
は
全
国
ど
こ
か
ら
で

も
受
付
し
ま
す
の
で
ご
利
用
の
際
は

「
１
１
５
」
を

ダ
イ
ヤ
ル
し

「
メ
ロ
デ
ィ
」
と
ご
用
命
下
さ
い
。

「
メ
ロ
デ
ィ
付
お
祝
い
電
報
」
の
種
類
は
次
の
と

お
り
で
す
。

緊
急

定
文

電
報

以
外

は

夜

間
配
達

を
廃
止

…

１０
月

―
日
か
ら

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
電
報
事
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

緊
急
定
文
電
報
以
外
の
電
報
の
夜
間
配
達
を
１０
月
１

日

（火
）
か
ら
全
国

一
斉
に
廃
止
し
ま
す
ｃ

現
在
、
電
報
の
夜
間
配
達
に
つ
い
て
は
、
夜
間
配

達
料

（
一
〇
〇
〇
円
）
の
お
支
払
い
が
あ
れ
ば
す
べ

て
配
達
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

１０
月
１
目
か

ら
は
緊
急
性
の
あ
る
電
報
の
み
を
取
扱
う
こ
と
と
し
、

夜
間
配
達
料

（
二
〇
〇
〇
円
程
度
を
予
定
）
の
お
支

払
い
を
受
け
た
緊
急
定
文
電
報
に
限
り
取
扱
う
こ
と

と
し
ま
す
。
こ
の
緊
急
定
文
電
報
の
通
信
文
に
は
、

定
文
の
ほ
か
定
文

の
前
、
又
は
後

に
２０
字
以
内
で

任
意
文
も
追
記
で
き
、
料
金
は
１
通
あ
た
り
三
〇
〇

円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
夜
間
配
達
料
が
必
要
な
も
の
は
、
午

後
９
時
以
降
翌
日
午
前
８
時
ま
で
に
受
付
け
そ
の
間

に
配
達
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、

１０
月
１
日

以
降
は
こ
の
電
報
の
配
達
の
取
扱
い
時
間
を
２
時
間

繰
上
げ
、
午
後
７
時
以
降
翌
日
午
前
８
時
ま
で
の
間

と
し
ま
す
。

田
非
常
扱
い
の
電
報
、
緊
急
扱
い
の
電
報
及
び
船

舶
あ
て
無
線
電
報
は
、
従
来
と
同
様
夜
間
配
達

料
が
不
要
と
な

っ
て
お
り
、
夜
間
の
配
達
も
い

た
し
ま
す
。

テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド

の
収
集

が

愛
好

家

の
間

で
静

か
な
ブ

ー

ム

カ
ー
ド
公
衆
電
話
用
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
が
愛
好

家
の
間
で
静
か
な
ブ
ー
ム
を
お
こ
し
て
お
り
、
ま
す

ま
す

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

人
気
の
あ
る
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
、
各
地
方
の
名

）
所

。
旧
跡

・
催
物

・
民
芸

・
風
物
お
よ
び
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
が
カ
ラ
フ
ル
に
印
刷
さ
れ
た

ロ
ー
カ
ル
色
豊

か
で
個
性
的
な
カ
ー
ド
で
す
。
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
は
、

約

一
一
〇
種
類

（６０
年
８
月
現
在
）
発
行
さ
れ
て
お

り
、
趣
味
の
切
手
と
同
じ
よ
う
に
収
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
情
報
誌
に
よ
る
と
最
高
の
評

価
額
が

つ
い
て
い
る
カ
ー
ド
は
、
大
坂
城

（
５８
年
９

月
発
行
）
で
五
〇
〇
円
の
も
の
が
二
五
、
〇
〇
〇
円

に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
四
国
で
発
行
さ
れ
た
も
の
で

は
、
阿
波
踊
り
の
カ
ー
ド

（
５９
年
６
月
発
行
）
が

一

二
、
〇
〇
〇
円
に
な

っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
方
の
特
色
を
生
か
し
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
が
続
々
と
発
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
分
こ
の
ブ

ー
ム
は
続
き
そ
う
で
す
。

電
友
会
四
国
連
合
会
総
会

七
月
三
十

一
日
巾
、
こ
の
日
、
四
国
電
信
電
話
会

館
に
、
各
県
選
出
の
代
議
員
四
十
名
、
役
員
十

一
名

出
席
の
も
と
電
友
会
四
国
連
合
会
第
十
四
回
総
会
を

開
催
し
た
。
小
川
四
国
総
支
社
長
、
西
本
共
済
会
四

国
支
部
長
、
野
本
四
国
友
愛
会
長
が
ご
臨
席
、
定
刻

十
時
開
会
し
た
。
物
故
さ
れ
た
方
々
に
黙
祷
を
棒
げ

て
ご
冥
福
を
祈
り
、
泉
会
長
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、

小
川
四
国
総
支
社
長
か
ら
お
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

総
支
社
長
は
そ
の
中
で

「
日
本
電
信
電
話
公
社
は
、

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
と
な
り
新
発
足
い
た
し
ま

し
た
。
公
社
規
制
か
ら
開
放
さ
れ
、
今
日
ま
で
の
実

績
を
上
台
に
、
退
ま
し
く
変
身
し
、
活
力
溢
れ
る
民

営
事
業
体

へ
脱
皮
す
べ
く
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
て

お
り
ま
す
。
願
わ
く
ば
先
輩
の
皆
様
方
の

一
層
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」。
と
新
発
足
の
決
意
を
示
さ

れ
た
。

メロディ付お祝い電報の種類

類種
メロデ ィ付お祝い電辛Rの 意匠等

名  称 曲 目

バ ー ス

ア イ

ッピー

'ヾ ―スデ ィ

パール加工を施 したアイボ リーを

ベースとし、「On Your Birthday型

の金文字を配置 した ものて、お誕

生 日のお祝いに適 しているc

ワイン

グラス

愛 の 賛 歌 パニル加工を施 したアイボリーをベ

ースカラーとし、ワインカラーの リ

ボン付 グラスと「On Your Happy

Dayコ の金文字 を レイアウ トした

もので、お祝い全般に適 している

パ レー ド コ ング ラチ ュ

レー シ ョン

晴れ渡 った青空のもと鼓笹隊の一

行がお祝いの演奏を行いなが ら行

進 している様をイラス トしたもの

で、お祝い全般に適 している。
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つ
い
で
参
議
院
議
員
西
村
尚
治
先
生
、
長
田
裕
二

先
生
、
岡
野
裕
先
生
か
ら
の
祝
電
を
披
露
し
た
あ
と
、

議
長
に
愛
媛
県
代
議
員
篠
浦
達
行
氏
を
選
び
、
次
の

議
案
を
審
議
し
原
案
ど
お
り
承
認
ま
た
は
決
定
し
た
。

一
、
昭
和
五
十
九
年
度
決
算
報
告

（別
掲
）

二
、
同
　
　
　
　
　
会
計
監
査
報
告

三
、
昭
和
六
十
年
度
事
業
計
画

　

（別
掲
）

四
、
同
　
　
　
　
　
収
支
予
算

　

（別
掲
）

ま
た
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
発
足
に
伴
う
「
日

本
電
信
電
話
公
社
」
の
名
称
変
更
の
た
め
の
規
約

一

部
変
更
を
付
議
、
議
決
さ
れ
た
。
続
い
て
米
寿
を
迎

え
ら
れ
た
高
松
市
東
原
唯
市
さ
ん
、
徳
島
市
土
橋
晴

義
さ
ん
、
高
知
市
堀
川
遊
亀
さ
ん
に
お
祝
い
の
記
念

品
を
贈
る
こ
と
を
披
露
し
て
十

一
時
四
十
分

一
旦
休

憩
に
は
い
り
、
十
二
時
か
ら
懇
親
会
に
う

つ
っ
た
。

角
田
副
総
支
社
長
、　
一
色
秘
書
課
長
も
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
各
県
出
席
代
議
員
と
な
ご
や
か
な
交
歓
が

行
な
わ
れ
、
約

一
時
間
の
後
余
韻
を
惜
し
み
な
が
ら

閉
会
と
な

っ
た
。

昭
和
六
十
年
度
事
業
計
画

本
会
は
、
各
県
退
職
者
の
会
相
互
の
連
携
を
密
に

し
、
会
員
の
生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
を
は
か
り
、

あ
わ
せ
て
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
事
業
お
よ
び

業
務
に
寄
与
す
る
た
め
、
下
記
施
策
の
推
進
を
は
か

る
も
の
と
す
る
。

一
、
会
員
の
現
況
を
把
握
す
る
。

二
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
良
き
理
解
者
と
し

て
、
地
域
に
お
い
て
積
極
的
に
会
社
に
協
力
す
る
。

二
、
公
的
年
金

一
元
化
の
た
め
、
恩
給

。
共
済
年
金

受
給
者
が
、
再
裁
定
に
よ
り
長
期
に
わ
た
る
頭
打

ち
を
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
既
得
権
、
期
待
権
の

維
持
擁
護
に
努
め
る
。

四
、
年
金
額
の
増
額
改
定
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与

改
定
時
期
の
四
月

一
日
に
改
め
、
ま
た
年
金
額
の

実
質
価
値
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
定
期
か
つ
自
動
的

ス
ラ
イ
ド
実
施
の
法
制
化
に
む
け
て
陳
情
を
続
け
る
。

五
、
扶
助
料
ま
た
は
遺
族
年
金
の
算
定
基
準
額
は
、

恩
給

・
共
済
年
金
額
の
八
〇
％
に
改
善
す
る
よ
う

陳
情
を
続
け
る
。

六
、
恩
給

・
共
済
年
金
受
給
者
に
対
す
る
老
齢
福
祉

年
金
の
併
給
制
限
を
撤
廃
す
る
と
と
も
に
、
課
税

上
の
老
齢
者
年
金
特
別
控
除
額
七
八
万
円
を

一
三

〇
万
円
程
度
に
引
上
げ
、
租
税
特
別
措
置
法
に
よ

る
時
限
措
置
を
恒
久
化
す
る
よ
う
陳
情
を
続
け
る
。

七
、
生
存
者
叙
勲
の
範
囲
拡
大
に
つ
き
、
引
続
き
電

退
連
を
通
じ
、
郵
政
省

へ
積
極
的
に
要
請
す
る
。

八
、
電
気
通
信
共
済
会
が
行
う
退
職
者
を
対
象
と
す

る
各
種
文
化
活
動
に
積
極
的
に
協
力
す
る
。

九
、
連
合
会
会
報
の

一
層
の
充
実
を
は
か
る
。

昭
和
五
十
九
年
度
決
算
報
告

昭
和
六
十
年
度
収
支
予
算

圃

剛

］
曇

）

電
気

通

信
共
済
会

四
国
支
部

福

祉
相

談
所

○
　
身
体
障
害
者
岬
の
方
々
に
お
見
舞
金
を
給
付
し

て
お
り
ま
す
。

共
済
会
で
は
、
生
活
援
護
事
業
の

一
つ
と
し
て

毎
年
身
体
障
害
者
山
等
の
方
々
に
厚
生
援
護
見
舞

金
を
給
付
し
て
お
り
ま
す
。

六
〇
年
度
は
約

一
七
〇
名
の
方
に
給
付
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
給
付
の
対
象
及
び
必
要
書

類
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
か
ら
、
該
当
す
る
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

。
　
す
で
に
給
付
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
に
は
、

個
別
に
ご
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

1単 位円

'

59。  4。  1 -60.  3. 31

支出の部           収人の部

(単 位円 )

60.  4. 1～ 61. 3.31
収入の部支出の部

項 目 金   額

繰  越  金 324、 703

費 433,400

会員バッジ販売金 167,580

雑  収  入 56.552

計 982 235

目項 額金

分  担  金 60,0()0

旅 費 交 通 費 123 660

会員パソブ買入金 128,250

会  議  費

総会、理事会

編集委員会

9,630

費

費

費

費

務

信

品

刷

通

用

印

事 59,310

26,810

32,500

費稚 38,000

繰  越  金 563,385

982 235

項 目 金   額

繰  越  金 563,385

会 費 494,00C

会員バッジ販売金

雑  収  入 56、 00C

〈
ロ 言| 1、 113,385

目 金 額

分  担  金 65,000

旅 費 交 通 費 195,000

会員バッジ買入金 128,000

会  議  費

総会、理事会

編集委員会

41,000

23,000

18,000

費

費

費

費

務

信

品

刷

通

用

印

事 95,000

34,000

25,000

36.000

雑 費 40,0011

予  備  費 549,385

計 1,113,385
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▼
対
象
者
は
―

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
全
電
通
、
会
の
退
職
者
及
び
遺
族

で
す
。

（扶
養
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
子
を
含

む
）た

だ
し
、
有
職
者
の
方
は
除
か
れ
ま
す
ｃ

▼
　
必
要
書
類
は
―

所
定
の
書
類
の
ほ
か
、
次
表
の
障
害
区
分
別

に
、
障
害
者
手
帳

（写
）
あ
る
い
は
、
証
明
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（注
）

身
体
障
害
者
（児
一
の
方
で
等
級
が
３
級
以
下
の
方
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
　
お
見
舞
金

（給
付
金
）
は
―

。
　
重
度
障
害
者
（児
）
の
方
に
は
年
額
三
万
円

。
　

重
症
障
害
者
（児
）
の
方
に
は
年
額
五
万
円

お
問
い
合
わ
せ
先
は

〒
七
九
〇
　
松
山
市
南
持
田
町
四
〇
番
地
二

電
気
通
信
共
済
会
四
国
支
部

福
祉
相
談
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（〇
八
九
九
）

三
二
―
二
≡

〓
一番

随

筆

晩
秋
の
中
回
路

（終
）

猪

谷

嘉

夫

喬

松
一

西
安
　
か

つ
て
は
長
安
と
称
し
た
が

一
三
六
九
年

に
西
安
と
改
め
た
ｃ
長
安
の
全
盛
期
は
唐
時
代
で

ロ

ー
マ
に
比
肩
す
る
国
際
都
市
で
あ

っ
た
。
千
有
余
年

間
王
城
の
地
と
し
て
遺
跡
も
多
く
、
京
都
を
街
彿
さ

せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
も
そ
の
筈
、
京
都
は
長
安

を
モ
デ
ル
に
し
て
街
造
り
を
し
た
と
の
こ
と
。

北
京
出
発
が
二
時
間
遅
れ
た
の
で
そ
の
日
は
、
都

心
の
鐘
棲
―
高
さ
二
十
米
の
台
座
の
上
に
建

つ
三
層

の
棲
閣
。
上
れ
ば
市
内
を

一
望
で
き
る
。
中
国
の
占

い
都
に
は
必
ず
鐘
桜
か
鼓
模
が
あ
る
、
こ
れ
は

一
朝

有
事
の
時
、
鐘
を
鳴
ら
し
て
急
を
告
げ
る
た
め
の
も

の
。
そ
の
夜
は
昔
の
王
都
成
陽
で
泊
る
。

翌
日
は
乾
陵
―
唐
の
高
宗

・
則
入
武
后
を
祀
る
陵

墓
に
行
く
。
数
百
米
の
山
の
地
下
が
玄
室
。
参
道
の

両
側
に
は
人

・
馬

・
獅
子
の
等
身
大
の
石
像
が
並
ん

ぃて
い
る
。
そ
の
日
は
西
安
の
人
民
大
度
に
泊
り
、
夜

は
長
安
の
春
を
謳
う
華
麗
な
舞
楽
を
観
る
。

　

　

‐
・

三
日
目
に
は
三
蔵
法
師
が
設
計
し
た
と
い
う
大
雁

塔

（高
さ
六
四
米
）
を
み
て
、
空
海
が
密
教
の
奥
義

を
会
得
し
た
青
龍
寺
に
行
く
。
境
内
に
は
数
年
前
四

国
四
県
が
建
立
し
た
大
理
石
の
空
前
記
念
碑
が
花
壇

に
囲
ま
れ
て
あ
る
。
そ
の
近
く
に
恵
果
晃
ェ
海
の
師
一

空
海
記
念
堂
が
新
築
さ
れ
て
お
る
。

午
后
は
郊
外
の
小
山
の
連
な
る
秦
の
始
皇
帝
陵
と

）
言
」
は
こ
れ
に
由
来
す
る
。
楊
貴
妃
の
浴
槽
も
あ
る
。

最
后
の
日
は
峡
西
博
物
館

へ
。
こ
負
て
は
碑
林
が

見
も
の
。
漢
代
以
降
の
名
種
石
碑
―
論
語
や
有
名
書

家
の
筆
書
を
石
に
刻
ん
だ
も
の

一
〇
九
五
基
が
所
せ
臆

し
と
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
更
に
西
安
郊
外
に
あ
る
半

襲
博
物
館

へ
行
く
。
雨
天
体
操
場
の
様
な
大
き
な
ド

ー
ム
で
完
全
保
護
さ
れ
た
、
約
六
千
年
昔
の
住
居
跡

と
出
土
品
の
展
示
。
午
后
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
出
発

点
に
当
る
、
高
い
城
壁
の
上
に
前
后
に
並
ぶ
西
門

（棲
閣
）
を
み
て
空
港
に
行
き
再
び
北
京
に
戻
る
。

缶
小　
　
　
　
職

上
　
田
　
　
　
昇

（松
山
）

「
お
元
気
で
す
か
、
今
は
、
何
処

へ
、
お

つ
と
め

で
す
か
？
」

「
い
や
、
退
職
以
来
、
何
処

へ
も
、

つ
と
め
て
お

り
ま
せ
ん
」
と
。

こ
の
よ
う
な
、
や
り
と
り
が
、
常
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
私
は
、
電
電
公
社

（現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

を
退
職
し
た
と
き
か
ら

「
無
職
」
で
あ
る
。

先
般
、
愛
媛
県
高
齢
者
大
学
で
、
あ
る
外
国
人
講

師
か
ら

「
外
国
人
か
ら
見
た
日
本
」
と
い
う
、
お
は

な
し
の
な
か
で
、

「
ア
メ
リ
カ
で
は
、
名
刺
に
は
、

名
前
を
大
き
く
書
い
て
、
勤
務
先
や
肩
書
な
ど
は
、

小
さ
な
字
で
書
い
て
い
て
、
名
刺
を
出
し
て
も
、
相

手
は

『
×
×
さ
ん
で
す
ね
』
と
い
う
。

そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
日
本
で
は
、
勤
務
先
や
肩
書

を
大
き
く
前
面
に
押
し
出
し
て
、
名
前
は
関
係
な
し

精

　

　

神

　

　

病

先
天
性
内
臓
疾
患

公
害
健
康
被
害
補
償

小
児
慢
性
特
定
疾
患

特

定

疾

患

精

ネ申

薄

弱

身

体

障

生

障

区

分

精
神
病
院

の
在
院
証
明
書
ま
た
は
こ
れ

に
か
わ
る
診
断
書

育
成
医
療
券

（写
）

公
害
医
療
手
帳

（写
）

知」ヽ
書児
⌒慢
写性
γ特
ま定
た疾
は患
医治
師療
の研
診究
断認
書定

通

特
定
疾
患
受
給
者
証

（写
）
ま
た
は
医

師
の
診
断
書

療
育
手
帳

（写
）

身
体
障
害
者
手
帳

（写
）

添

付

す

る

書

類

等
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ぃて

『
×
×
へ
お

つ
と
め
で
す
か
』
と
。

こ
れ
は
外
国
人
か
ら
見
る
と
不
思
議
で
す
」
と
。

種
々
の
調
査
表
に
は

「
職
業
欄
」
と
い
う
の
が
あ

ＺＯ
。私

は
、
こ
の
欄
に

「
無
職
」
と
書
く
の
に
、
い
さ

さ
か
抵
抗
を
感
じ
な
が
ら
も
、
事
実
な
の
だ
か
ら
、

事
実
を
記
入
し
て
い
る
。

こ
の
世
の
中
、
無
職
で
は
、
社
会
的
価
値
は

「
０
」

で
あ
る
。

（金
銭
面
だ
け
か
？
）

た
と
え
ば
、
タ
ク
シ
ー
の
チ
ケ
ッ
ト
を
請
求
し
て

も

「
無
職
」
で
は
、
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
困
難
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
で
、
あ

る
電
機
販
売
店
が
月
賦
販
売
を
す
る
と
い
う
の
で
、

申
込
み
を
す
る
と
、
関
連
の
信
販
会
社
は

「
無
職
」

で
あ
る
が
た
め
に
、
月
賦
販
売
に
は
応
じ
ら
れ
な
い

Ｉ」
い
う
。

借
金
だ
ら
け
の
会
社
員
で
あ
れ
、
明
日
倒
産
す
る

か
わ
か
ら
な
い
会
社
や
、
給
料
遅
配
の
会
社
に
勤
務

し
て
い
て
も

「
×
×
会
社
員
」
と
あ
れ
ば
、
信
用
し

て
貰
え
る
の
で
あ
る
。

年
金
生
活
で
、
キ
チ
ン
／
ヽ
と
三
カ
月
ご
と
に
銀

行
払
込
み
が
あ
り
、
預
金
残
高
も
常
に
百
万
円
ぐ
ら
い

あ

っ
て
も

「
無
職
」
で
あ
る
が
た
め
、
社
会
的
信
用

は
ゼ

ロ
に
近
い
の
で
あ
る
。

生
ま
れ

つ
い
て
か
ら
の

一
無
職
」
で
は
な
い
、
数

十
年
間
、
そ
れ
な
り
に
働
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

生
ま
れ
て
か
ら
現
在
ま
で

「
無
為
徒
食
」

（無
職

と
同
音
）
を
し
て
き
た
の
で
は
な
い
ｃ

女
性
で
あ
れ
ば
、
職
業
欄
は

一
主
婦
」
で
通
る
が
、

男
性
で
あ
る
が
た
め

「
主
夫

」
と
も
書
け
ず
、

「
元

×
×
社
員
」

「
×
×
共
済
年
金
受
給
者
」
と
で
も
書

け
ば

「
×
×
に
勤
め
て
、
退
職
し
た
人
か
」
と
、
社

会
的
に
認
め
て
貰
え
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
考
え

）

る
。
だ
が

「
元
×
×
社
員
」
と
い
う
の
は
、
新
聞
の

三
面
記
事
で
、
よ
く
見
か
け
る
の
で
、
あ
ま
り
よ
い

表
現
で
も
な
い
よ
う
に
思
う
。

や
は
り
、
正
直
に
事
実
と
し
て

「
無
職
」
と
書
く

こ
と
し
か
な
い
か
。

こ
れ
は
、
私

一
人
の
ひ
が
み
で
し
ょ
う
か
。

囲

碁

軽

口

集音
同
　
原
　
　
　
博

（阿
南
）

今
日
も
日
当
り
の
良
い
縁
側
で
、
電
話
局
Ｏ
Ｂ
の

ご
隠
居
と
大
学
院
の
兄
ち
ゃ
ん
が
石
を
並
べ
て
烏
鷺

の
戦

い
。

例
に
よ

っ
て
回
の
方
も
賑
や
か
で
、
石
の
運
び
に

つ
れ
て
次
か
ら
次

へ
と
果
て
し
が
な
い
。

以
下
は
煙
草
屋
の
看
板
娘
の
今
日
子
ち
ゃ
ん
が
、

煙
草
を
売
る
片
手
間
に
、
そ
の
や
り
と
り
を
書
き
止

め
て
お
い
た
も
の
だ
が
、
次
の
よ
う
な
次
第
で
あ
る
。

相
手
が
長
考
し
て
容
易
に
石
を
下
さ
な
い
と
き
は

「
下
手
な
考
え
休
む
に
似
た
り
」。
と
か
ら
か
い
、
予

測
し
た
と
こ
ろ

へ
打

っ
て
き
た
と
き
は
、

「
親
の
法

事
で
子
来
る
だ
ろ
う
」。
と
思

っ
た
が

「
矢

っ
張
り
な

あ
」
と

つ
ぶ
や
き
、
形
勢
は
な
は
だ
芳
し
か
ら
ず
苦

戦
が
続
く
と
き
は
、　
ヨ
心
い
悪
い
と
国
か
ら
便
り
」

と
ば
や
く
。
苦
心
惨
憎
や

っ
と
大
石
を
活
き

一
命
あ

っ
て
の
物
種
、
畑
あ

っ
て
の
芋
種

一
と
胸
を
な
で
、

碁
勢
好
転
し
て
敵
の
着
手
凡
打
連
続
し
て
当
方
余
裕

あ
れ
ば
、
敵
の

一
石
ご
と
に

一
成
る
ほ
ど
ち
ぎ
る
秋

な
す
び
」
と
合
い
の
手
を
入
れ
、　
一
目
あ
り
目
無
し

は
唐
の
攻
め
合
い
」。
と
う
そ
ぶ
き
、
ま
た
、　
一
ハ
ハ

ー
の
十
三
年
」
な
ど
と
言
う
。
傍
か
ら

一
ハ
ハ
ー
が

十
三
年
で
チ
チ
ー
は
」
と
聞
く
者
が
あ
れ
ば
、
す
か

さ
ず
、

「
チ
チ
ー
は
高
野
の
今
道
心
」
と
答
え
、
敵

失
に
乗
じ
望
外
の
利
を
収
め
た
と
き
は
、

「
有
難
山

の
と
ん
び
が
ら
す
只
取
山
の
ほ
と
と
ぎ
す
」。
と
ほ
く

ほ
く
す
る
。
振
り
替
り
を
打

っ
て

一
方
を
捨
て
る
と

き
は

「
両
頬
良
い
の
は
ほ
う
か
ぶ
り
、
ど
う
せ
死
ぬ

子
は
目
が
細
い
」。
と
あ
き
ら
め
る
。

両
劫
を
し
か
け
ら
れ
て
戦
局
い
よ
い
よ
混
乱
し
て

き
た
と
き
は

「
両
劫
三
年
の
患
い
口
と
ま
ず

一
劫
を

解
消
し
て

「‐君
子
危
き
に
近
寄
ら
ず
、
三
十
六
計
逃

ぐ
る
に
し
か
ず
」。
と
早
々
に
引
き
あ
げ
、
日
算
十
分

勝
利
の
確
信
が
あ
る
と
き
は
、　
一‐金
持
ち
嗜
一嘩
せ
ず
」

「碁
は
勝
ち
と
見
て
和
尚
の
昼
寝
」
と
手
薄
い
と
こ

ろ

へ
石
を
補
強
す
る
。

二
転
、
三
転
、
形
勢
ま
た
も
や
悪
い
と
き
は
、
「
弱

り
き
車
力
、
黒
馬
の
尻
¨

（尾
も
白
う
な
い
）。
「
ど

う
に
も
奈
良
坂
般
若
坂
」

「
薬
錐
の
蛸
で
手
も
足
も

出
な
い
」。

「
破
れ
た
太
鼓
で
ド
ン
な
ら
ん
」。
先
手
先

手
と
稼
が
れ
て
ゴ
テ
に
廻

っ
た
と
き

「
ブ
リ
キ
の
揮
、

切
れ
込
む

一
方
」。
見
え
す
い
た
所

へ
打
た
れ
て
、
「
ジ

ャ
ラ
ジ
ャ
ラ
と
何
を
サ
ラ
シ
の
揮
ぞ
」。
の
ぞ
き
を
打

た
れ
て
、

「
覗
か
れ
た
ら
八
十
の
婆
で
も
恥
か
し
い
」

と

つ
な
ぐ
。

姓

　

（
か

ば

ね

）
梶
　
浦
　
昭
（　
秀

（徳
島
）

わ
た
し
は
梶
浦
照
秀
と
申
し
ま
す
。

活
字
に
す
る
と
い
か
に
も
堅
物
の
よ
う
な
印
象
を

受
け
る
と
人
は
言
い
ま
す
が
、
実
は
全
く
反
対
で
、

し
か
も
生
命
及
び
運
命
学
か
ら
み
る
と
、
全
く
悪
い

画
数
の
集
合
の
持
主
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
母
方
の
祖
父
の
血
統
を
多
く
享
け
て
い

る
と
思
わ
れ
る
節
々
が
あ
り
、
祖
父
は
南
佐
古
の
寺

の
近
く
に
居
を
か
ま
え
て
い
た
た
め
、
子
供
心
に
寺

の
住
職
だ
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。

や
や
長
じ
て
知

っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
祖
父
は
若

）

１
１
１
１
‐―
「
Ｊ
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い
頃
大
変
遊
蕩
し
、
夜
毎
入
力
車
で
花
街
に
通
い
つ

め
、
ア
ル
コ
「
ル
中
毒
に
な
り
、
頭
髪
が
す

っ
か
り

抜
け
て
見
事
な
禿
頭
に
な

っ
た
と
。
祖
父
の
血
を
濃

く
う
け
た
私
は
、
頭
髪
を
気
に
し
て
い
た
が
、
幸
い

祖
父
に
似
ず
禿
げ
な
い
で
、
白
髪
に
な

っ
て
い
ま
す
。

学
生
の
頃
は
誰
も
梶
浦
君
と
は
呼
ば
ず
「
梶
Ｌ
梶
」

と
呼
ば
れ
な
が
ら
卒
業
。
大
阪
在
勤
の
青
年
期
は

「
カ

ァ
ー
サ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
で
は

「
梶
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
年
と
と
も
に
い
ろ
い
ろ
に
呼

名
が
変

っ
て
い
く
も
の
で
、
次
女
は

「浦
ち

ゃ
ん
」

「浦
さ
」
と
呼
ば
れ
な
が
ら
お
嫁
に
い
き
ま
し
た
が

姓
が
変

っ
た
の
で
、
別
の
呼
名
に
変

っ
て
い
る
こ
と

ぃて
し
ょ
つヽ
。

梶
浦
姓
は
淡
路
島
と
美
濃
に
こ
の
氏
あ
り
と

「姓

名
家
系
大
辞
典
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

脇
町
の
城
主
稲
田
家
の
家
臣
の

一
人
が
先
祖
で
、

脇
町
に
は
今
も
数
多
く
の
梶
浦
姓
の
墓
石
が
あ
り
ま

す
。電

話
番
号
簿
で
全
国
の
梶
浦
姓
を
調
べ
た
結
果
、

左
表
が
で
き
ま
し
た
。

同
姓
同
名
が
居
な
い
か
と
気
を

つ
け
て
み
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
発
見
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
梶
浦
姓
に
淡
路
島
と
美
濃
の
二
つ
の
本
流
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

余
　
　
　
栄

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
左
記
の
方
々
に
対
し
、

電
気
通
信
事
業
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
ご
功
績
に

よ
り
叙
位
叙
勲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

勲
六
等
瑞
宝
章

（六
〇

・
四

。
　

一
）

故
　
大
　
野
　
定
　
見
　
殿

　

（松
山
）

勲
六
等
瑞
宝
章

⌒六
〇

・
五

。
　

四
）

故
　
桑
　
村
　
一二
　
男
　
殿

　

（土
佐
）

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

（六
〇

・
五

・
二
四
）

故
　
久
　

水ヽ
　
義
　
忠
　
殿

　

（北
条
）

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

（六
〇

。
六

・
　

八
）

故
　
一局
　
木
　
靖
　
登
　
殿

　

（松
山
）

従
六
位
勲
五
等
瑞
宝
章

（六
〇

・
六

。
二
六
）

故
　
畑
　
山
　
　
　
桂
　
殿

　

（高
知
）

）

投

稿

規

定

一　

会
員
消
息
　
四
〇
〇
字
以
内

一
一　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
　
五
首
又
は
五
句
以
内

〓
一　
随
筆
、
随
想
　
工（
○
○
字
以
内

原
稿
締
切
　
十

一
月

二
〇
日

原
稿

の
取
扱

に

つ
い
て
は
お
任
せ
ね
が

い
ま
す
。

編

集

後

記

Ｎ
Ｔ
Ｔ
新
発
足
。
昭
和
二
十
七
年
公
社
誕
生
か
ら

二
十
二
年
。
そ
の
体
質
を

一
挙
に
変
え
る
こ
と
は
大

変
な
こ
と
で
あ
る
。
今
回
、
公
社
か
ら
会
社

へ
の
移

り
変
り
を
外
か
ら
見
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
二
月
半
ば

を
過
ぎ
た
頃
は
大
づ
め
に
か
か
り
、
局
の
廊
下
で
行

き
会
う
現
役
の
方
々
は
、
ど
の
方
も
半
走
り
か
小
走

り
で
、
し
か
も
ピ
リ
ピ
リ
す
る
異
様
な
雰
囲
気
を
漂

よ
わ
せ
て
い
て
、
い
た
い
た
し
さ
さ
え
感
じ
た
。

い
ま
、
た
く
ま
し
く
変
身
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
、
日
本

中
の
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
新
し
く
め
く

っ
た
電

気
通
信
事
業
の
歴
史
の
第

一
頁
を
、
ど
う
書
き
埋
め

て
行
く
か
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒渡
部
）

電
友
会
四
国
連
合
会
会
報
　
　
第
五
二
号

昭
和
六
〇
年
十
月

一
日
発
行

編

集

発

行

予電
友

会

四

国

連

合

会

事

　

　

務

　

　

局

松
山
市

一
番
町
四
丁
目

（〒
七
九
〇
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
総
支
社
内

電
話
（〇
八
九
九
￥
一六
―
二
〇
二
三

印
　
刷
　
　
四
国
電
話
印
刷
株
式
会
社

il秋 な 赤   表
卜め 花 な バ  紙
も い で 鶏 ス 鶏 の
も て あ 頭 の  こ

ュ2亀 省奈頭き
な

°
海 に ら

い 海 の つ 眺
°
辺 色 くめ
は も

°
て

静 空 夏 い 荘
か の の る 野
で 色 な と 丹
ヨ も ご 畠 秀
ツす り の ⌒
卜 つの 中 内
もか よ の 海
ボ リ う真

V

県 別 在 住 数

訃
　
　
　
報

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼
の
意
を
表
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

篠
原
万
喜
殿

死
亡
年
月
日

-9-
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